





































































































































































縁平滑な乳白色の集落を認めた。院内の同定感受性検査（BD PhoenixTM M50）でC. 
ulceransと判定された。カタラーゼ試験も陽性であり、CAMP抑制反応もみられた。
犬や猫との接触による報告例が多いが、今回の患者も飼い猫や野良猫と接触している
ことが分かった。臨床側の要望で保健所に依頼し遺伝子検査を行ったところ、毒素遺
伝子を保有しているC. ulceransと同定された。同定結果から抗菌薬をErythromycin
に変更し、接触感染予防策が実施された。入院5日目で右下腿の潰瘍部の内側に黒色
の壊死が出現したが、創部の培養では細菌の発育はみられず創傷感染は治癒した。【結
論】ジフテリア毒素を産生するC. ulceransの1例を経験した。本症例のように報告
数が少ない菌種においても、アンテナを張り学会への参加や論文から情報を収集し、
臨床側や保健所と連携を密にして検査を進めていくことが望ましい。
